
教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 体育・保健体育科 「つかむ」過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

端 末 の 活 用

・既習事項（前時）
や本時の学習に関
わる画像や動画な
どを各端末に表示
する。

＜例＞
・これから取り組む運動を表示する。
・今まで取り組んできた運動の様子を表示する。
・学習に関わるデータを表やグラフで表示する。

等

・基本的な技能の正
しい動き、作戦の
例示などの画像や
動画を大型提示装
置や各端末に表示
する。

【調査活動】
○インターネットやデ
ジタル実技用図書等
を用いて情報を収集
する。

⇒種目の特性や成り立
ち、技術の名称や行
い方等について調べ
る。

【記録】
○自己の動きや他者の
動きを見て思考した
内容を端末等に記録
する。

⇒自己の動きが正しい
か確認し、動きを比
較することで、課題
発見等につなげる。

【ｱﾝｹｰﾄ機能の活用】
○アンケート機能を
活用し、児童生徒
の多様な考えや生
活行動等を共有す
る。

⇒他者の考えや行動
と自分自身を比較
し、自分ごととし
てめあてをつかむ
ことができる。

【個に応じた学習】
○活動の様子や自己の
課題、自己評価等を
端末に記録し、学習
データを蓄積する。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【協働での記録】
○分担や役割を決め、
視点に沿った動き
等の写真・動画を
撮影する。

⇒自己の動きを客観
的に見ることがで
き、他者の動きと
比較することがで
きる。

・教員用端末に送信
された回答を大型
提示装置に表示す
る。

※大型提示装置の活
用は、活動量を確
保するため必要最
低限におさえる。

3
分
～
5
分

35
分
～
40
分

（小
：
30
分
～
35
分
）

3
分
～
5
分

・ＩＣＴを活用することで、教師からの説明やめあてをつかむ時間
を短縮できるようにするとともに、単元を通して、児童生徒が次
に取り組むことをイメージできるようにする。

・活動量を確保し、協働的な学びを充実させながら取り組むことが
できるようにする。

・端末を活用し、それぞれの児童生徒が、
自己の課題を短時間で確認し、課題解決に
向けた具体的な見通しをもてるようにする。



教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 体育・保健体育科｢追究する｣過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

端 末 の 活 用

・大型提示装置や学習者
用端末に画像や動画など
を表示する。

⇒着目させたい課題の焦
点化や課題の共有化

⇒自己や仲間の動きを客
観的に理解したり、課題
を見付けたりする。

【個に応じた学習】
○学習者用端末のデジ
タル教材を活用する。
⇒デジタル実技用図書
等により、各自のペース
で理解しながら学習を
進める。

【調査活動・記録】
○インターネットやデ
ジタル実技用図書等
を用いた情報収集す
る。
⇒技術や練習内容に
ついて調べる。

【協働での意見整理】
○学習者用端末に、ク
ラウドサービスを活用し
て、グループ内での意
見や考えを書き込んだ
スライドやデジタル教材
を映す。
⇒視覚的に共有し、話
合い活動を活発にする。

【思考を深める学習】
○学習者用端末に
記録した写真や動画
をスロー再生して見
たり、繰り返し見たり
する。
⇒学習課題について
繰り返し思考すること
で、気付きや考えを
深める。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

⇒児童・生徒の動きや意
見・考えを書き込み、共有
する。

【学習データの蓄積】
○学習者用端末やクラウドサービス等へ個人の学習
カードやポートフォリオ、グループ内での意見交流の
内容を記録
⇒思考を整理し学びを深めたり、学習を再確認したり
する。

【協働での意見整理】
○学習者用端末を用い
て、記録した画像や映
像等を繰り返し再生し、
自己や仲間の課題を確
認する。⇒課題解決に
向けて、意見や考えを
共有し、話合いを通じ
て思考を深める。

【協働での撮影】
○学習者用端末を活用
して、写真・動画等をグ
ループで分担したり役割
を決めたりして撮影する。
⇒自己の動きの確認や
正しい動きとの比較、課
題発見等につなげる。

【学習の振り返り】
○学習者用端末やクラ
ウドサービスに保存した
自己のポートフォリオを
確認する。
⇒ポートフォリオに入力
した前時までの学習内
容や動画に記録した自
己の動きを振り返る。

【話合い】
○学習者用端末に、課題
に対する自分の考えを書
き込んで話し合ったり、学
習の成果を発表したりす
る。

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを
表示する。

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを
表示する。

3
分
～
5
分

3
分
～
5
分

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを
表示する。

⇒児童・生徒の動きや意
見・考えを書き込み、共
有し、次時の活動で生か
すことができるようにする。

※大型提示示装置の
活用は、活動量を
確保するため必要
最低限におさえる。

35
分
～
40
分

（小
：
30
分
～
35
分
）

・学習の流れを止めることなく、個別で端末を活
用して課題解決に取り組むことができるようにす
るとともに、必要に応じてグループ等で協働し、
効率的に課題解決を進める。

https://youtu.be/odES8_9CTFQ?t=106
https://youtu.be/odES8_9CTFQ?t=114
https://youtu.be/8wteFItdSBQ


教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 体育・保健体育科｢まとめる｣過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

端 末 の 活 用

⇒はじめの動きと本時の
動きを比較して見せること
で、学習の成果について
共有する

⇒課題の焦点化や課題
の共有化

【個に応じた学習】
○学習者用端末のデ
ジタル教材を活用す
る。
⇒デジタル実技用図
書等により、各自の
ペースで理解しなが
ら学習を進める。

【協働での意見整理】
○学習者用端末に、ク
ラウドサービスを活用し
て、グループ内での意
見や考えを書き込んだ
スライドやデジタル教
材を映す。
⇒視覚的に共有し、話
合い活動を活発にする。

【家庭学習を行う場合】
○自己や仲間の動画やデジタル実技用図書等を用いて復習
を行う。
⇒家庭で画像や動画を見て、より詳しく分析したり、学ぶ。
⇒インターネットを通じて、実施した種目について、調べたり、
大会を見たりする。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【単元の振り返り】
○学習者用端末やクラウドサービスに保存した自己
のポートフォリオを確認する。
⇒ポートフォリオに入力した前時までの学習内容や動
画に記録した自己の動きを振り返り、学習成果を確認
し、学習データを集積する。

【発表や話合い】
・学習者用端末を用いて、
考えを整理して伝え合っ
たり、記録・共有したりす
る。

【発表や話合い】
・学習者用端末に、課題
に対する自分の考えを
書き込んで話し合ったり、
学習の成果を発表したり
する。

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを表
示する。

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを
表示する。

3
分
～
5
分

3
分
～
5
分

・大型提示装置や学習者用
端末に画像や動画などを表
示する。

※大型提示装置の活
用は、活動量を確
保するため必要最
低限におさえる。

35
分
～
40
分

（小
：
30
分
～
35
分
）

・個別の端末を活用し、単元前半との変化
を映像などで確認・共有し、学習成果を実
感できるようにする。

⇒個人の感想やまとめの
言葉を映し出し、全体で
共有し、学習データを蓄
積する。


